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〈いちご特集〉─食農リサーチ─

オランダの生鮮いちご輸出額のデータから
も日本向けの輸出が急増していることを確認
できる（第１図）。全世界向けの輸出額は15年
以降おおむね300,000千ドルで安定している
が、かつてゼロだった日本向けの輸出額は同
時期に年々伸長し、オランダの生鮮いちご輸
出先としてわが国が１%程度を占めている。
なお、オランダの主要輸出先は近隣のEU諸

国である（第２表）。かつて一定量あったロシ
ア向けはRussian Boycottにより直近では皆無
となった。それゆえ、20年２月のBrexitによ
る英国向けへの影響が注目されよう。
ところで、加工原料等に仕向けられる冷凍

いちごについては、わが国は中国、チリ等か
ら輸入しており、オランダからの輸入はない。

2　生鮮輸入は端境期対応
わが国の生鮮いちごの輸入は６～11月に集

中しており、全体の９割がこの期間に輸入さ
れる。それは生鮮輸入が国内産地の端境期対
応だからである。ケーキ等に用いられる生鮮
の業務用需要は周年で一定量発生するが、冬

1　日本への輸出を近年伸ばす
2009年から５年ごとにわが国の国別生鮮い

ちご輸入額を第１表に示した。いずれの年で
も、わが国が30,000千ドル前後の生鮮いちご
を輸入しており、その大半が米国からの輸入
であることは共通している。一方で、米国に
次ぐ取引相手がこの間に変化した。09年およ
び14年には韓国からの輸入がそれぞれ4,258千
ドル、1,071千ドルで米国に次いでいたが、19
年には40千ドルへと急減した。韓国からの輸
入が細る反面、オランダからの輸入が急増し
ている。09年には皆無、14年には53千ドルに
すぎなかったオランダからの輸入が19年には
5,242千ドルと、韓国を大幅に上回り、米国に
次ぐ位置づけとなった。

主事研究員　一瀬裕一郎

日本への生鮮いちごの輸出を伸ばすオランダの動向

2009年 2014年 2019年
米国 24,250 米国 31,307 米国 27,118
韓国 4,258 韓国 1,071 オランダ 5,242
メキシコ 0 メキシコ 56 メキシコ 1,112
オランダ 0 オランダ 53 英国 183
英国 0 英国 0 韓国 40
合計 28,511 合計 32,487 合計 33,696
資料 International Trade Centre Trade Mapより作成

第1表　 日本の国別生鮮いちご輸入額
（単位　千ドル）

2008年 2013年 2018年
ベルギー 47,806 英国 80,188 ベルギー 68,404
英国 45,812ドイツ 76,539ドイツ 57,587
ドイツ 25,539 ベルギー 69,129 英国 52,046
仏国 15,954 ノルウェー 26,949 ノルウェー 40,951
アイルランド 12,861 仏国 22,791 デンマーク 13,295

… … … … … …
ロシア 9,767 ロシア 970 ロシア 0
合計 193,379 合計 346,792 合計 297,217
資料 第1表に同じ

第2表　 オランダの国別生鮮いちご輸出額
（単位　千ドル）

資料 第1表に同じ
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第1図　オランダの生鮮いちご輸出額
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輸出しており、米国に次ぐ世界第２位の農産
物輸出国である。それは換言すれば、外需が
オランダ農業を左右するといえる

（注4）
。

既述したBrexit等の地政学的リスクがくす
ぶる中で、増産基調のいちごの輸出先を欧州
以外へ拡大するのは、オランダ農業のリスク
管理の１つと捉えても、あながち外れてはい
まい。それゆえ、日本への輸出はスポットに
留まらず、今後さらに定着するかもしれない。

から春に結果する一季成り性品種が多い国内
産地ではその需要を満たしきれない

（注1）
。そこで、

国内産が品薄になる時期に、米国やオランダ
から生鮮いちごが輸入されている。

3　経営数は減少するも生産量は増加
オランダでは施設園芸が盛んだが、意外に

もいちごの露地栽培面積は1,360ha（16年）であ
り、施設栽培面積340ha（同）の４倍もある（第
３表）。ただし、近年では施設面積が徐々に増
加している。
経営数は06年の830経営から16年の480経営

へと43%減少したが、規模拡大が進み、16年
の１経営あたり栽培面積は3.5haと06年の1.7倍
に拡大した。また、16年の生産量は57,500トン、
１haあたり生産量は33.8トンと、ともに06年
対比で1.5倍となった。
このような経営数の減少と規模拡大、そし

て生産性の向上は、いちごに限らずオランダ
農業で幅広くみられる

（注2）
。規模拡大した経営で

は家族だけで必要な労働力を確保できず、雇
用労働力の導入を進めている。いちご等の園
芸作では、収穫や出荷調整等の労働集約的な
単純作業に、東欧諸国等からの季節労働者を
雇用するのが一般的である

（注3）
。

4　オランダはいちごの輸出先を多様化
オランダは国内で生産した農産物の大半を
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（いちのせ　ゆういちろう）

（注 1）例えば、東京都中央卸売市場の国産いちごの
月別入荷量は12～ 5月が圧倒的に多く、年間入荷
量のおよそ 9割を占める。

（注 2）詳しくは拙稿（2017）を参照。
（注 3）詳しくは拙稿（2016）を参照。
（注 4）オランダの農産物輸出は拙稿（2013）等を参照。

外需の影響について、例えばOnline Newsサイト
Dutch News.nl（2019）は、Russian Boycottの
影響が依然オランダ農業に影を落としていると報
じている。

06年 11年 16年
栽培面積 a 1,710 1,620 1,700
露地 1,460 1,340 1,360
施設 250 280 340

経営数 b 830 580 480
露地のみ 390 300 230
施設のみ 250 160 150
露地と施設 190 120 100

1経営あたり
栽培面積 a/b 2.1 2.8 3.5

生産量 c 39,200 47,000 57,500
露地 19,700 23,000 28,700
施設 19,500 24,000 28,800

1haあたり
生産量 c/a 22.9 29.0 33.8

資料 Statistics Netherlands資料より作成

第3表　 オランダのいちご生産構造
（単位　ha、経営、トン）
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